
 
 

第２３１回 教育研究評議会（定例） 議事要旨 

 

日 時   令和３年２月１８日（木）１３：２５～１６：１６ 

場 所   Ｗｅｂ会議 

  

 

（前回議事要旨確認）  

第２３０回教育研究評議会（定例）（R3.1.21 開催） 

 

議題１．学生の懲戒について（資料１）（資料画面共有） 

議題２．教育学研究科の改組に伴う大学院学則等の一部改正について（資料２） 

議題３．女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画の策定について

（資料３） 

議題４．国立大学法人鹿児島大学と日本航空株式会社及び日本エアコミューター株式会社との包括連携

に関する協定について（資料４） 

議題５．学位の質保証の在り方検討委員会報告書について（資料５） 

 

報告事項１．令和２年度コンプライアンスに関する研修の受講状況（途中経過）について（資料６） 

報告事項２．第４期中期目標・中期計画について（資料７） 

報告事項３．マイクロソフト包括ライセンス契約における教育対象ユーザーについて（資料８） 

報告事項４．令和３年度一般選抜志願状況について（資料９） 

報告事項５．大学共同利用機関法人人間文化研究機構との連携・協力に関する基本協定書の更新につい

て（資料１０） 

報告事項６．令和２年度科学研究費助成事業の採択状況について（資料１１） 

報告事項７．2021（R3）年度科学研究費助成事業公募への応募結果を踏まえた分析について（資料１２） 

報告事項８．鹿児島大学における研究活動上の不正行為に関する規則の一部改正について（資料１３） 

報告事項９．令和３年度予算（運営費交付金等）について（資料１４） 

報告事項１０．学長裁量ポイントの返還の在り方に関する経営改革検討ワーキンググループの答申につ

いて（資料１５） 

報告事項１１．委員会報告（開催済） 

（企画） 

①  令和２年度第４回企画・評価委員会（R3.1.12）（資料１６） 

（教育） 

②  令和２年度第９回教務委員会（R3.1.26）（資料１７） 

③  令和２年度第 10 回ファカルティ・ディベロップメント委員会（R3.1.28）（資料１８） 

④  令和２年度第８回共通教育委員会（R3.1.29）（資料１９） 

⑤  令和２年度第 10 回学生生活委員会（R3.1.18）（資料２０） 

⑥  令和２年度第５回キャリア形成支援委員会（R3.1.18）（資料２１） 

 

その他 

 １．新型コロナウイルスの現在の対応状況等について（資料２２） 

 

［出席委員］ ２４名 

 佐野学長 



  
 

（理事）馬場、越塩、岩井、武隈、山木 

（副学長）渡邊 

（学部長等）松田、有倉、岡村、河野、西村、木下、橋本、佐久間、三角、坂本、本間、於保、宇都宮、

寺田、池田、橋口（知）、森 

 

［欠席評議員］ ０名 

（理事） 

（学部長等） 

 

［オブザーバー］ 

日高監事、萩元理事、前田学長補佐（議題１のみ） 

（副学部長等）藤内、山口（武）、藤井、新地、松口、川畑、北原、上西、三好、山口（明）、橋口（照） 

 

 

 冒頭、令和３年１月 21 日開催の第 230 回（定例）教育研究評議会の議事要旨（案）の確認が行われ、

原案どおり了承された。 

 

 

議題１．学生の懲戒について（資料１）（資料画面共有） 

学長から、学生の懲戒について諮られ、武隈理事及び前田学長補佐から、学生の試験等不正行為（レ

ポートの盗用）に係る懲戒事案に関しての経緯等について、資料に基づき説明があり、審議の結果、

懲戒処分として「停学７日（停学の期間は修業年限に含める。）」とすることが了承された。 

なお、学長から、不正行為等に対する教員の方針やシステムの構築等を教務委員会等で検討するこ

ととなっている旨発言があった。 

最後に、本事案については守秘義務が課せられていることが確認された。 

 

議題２．教育学研究科の改組に伴う大学院学則等の一部改正について（資料２） 

学長から、教育学研究科の改組に伴う大学院学則等の一部改正について諮られ、越塩理事から、教

育学研究科の改組内容、大学院学則及び学位規則の改正内容、施行日を令和３年４月１日予定である

こと等資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

議題３．女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画の策定について

（資料３） 

学長から、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画の策定に

ついて諮られ、越塩理事から、現在の行動計画が、令和３年３月 31 日までとなっているため、令和

３年４月１日から令和８年３月 31 日までの次期行動計画を作成してこと、現在の行動計画はほぼ達

成していること等資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

議題４．国立大学法人鹿児島大学と日本航空株式会社及び日本エアコミューター株式会社との包括連携

に関する協定について（資料４） 

学長から、国立大学法人鹿児島大学と日本航空株式会社及び日本エアコミューター株式会社との包

括連携に関する協定について諮られ、岩井理事から、連携及び協力事項の内容、締結は３月 16 日（火）

に実施予定であること等資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

議題５．学位の質保証の在り方検討委員会報告書について（資料５） 



  
 

学長から、学位の質保証の在り方検討委員会報告書について諮られ、武隈理事から、本学に入学す

る学部学生の学位の質保証の在り方及びその方策の報告書をとりまとめたこと、四つの項目で構成さ

れている内容等資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

報告事項１．令和２年度コンプライアンスに関する研修の受講状況（途中経過）について（資料６） 

  越塩理事から、令和２年度コンプライアンスに関する研修について資料に基づき説明があった。ま

た、コンプライアンスに関する研修及び公的研究費等の取扱いに関するコンプライアンス教育につい

て、関係省庁から、この２件の研修については受講率が低いことから、補助金の予算執行停止の解除

は厳しいとの意見が出されていることの報告があり、２月末日までに全員受講いただきたいこと等説

明があった。併せて、馬場理事から、公的研究費等の取扱いに関するコンプライアンス教育の受講率

の報告があった。 

  なお、学長から、昨日、本学教員が贈収賄事件で執行猶予付きの有罪判決を受けており、関係省庁

から学内研修の受講率の確認もあり、研究費の交付が全て停止される可能性があること、コンプライ

アンスに関する研修及び公的研究費等の取扱いに関するコンプライアンス教育を受講しないと研究

者は研究させないこと、また、学内システムに利用制限等が発生するので必ず期日内に受講するよう

周知依頼等の発言があった。 

 

報告事項２．第４期中期目標・中期計画について（資料７） 

  岩井理事から、文部科学省より提示された「第４期中期目標期間における国立大学法人中期目標大

綱（仮称）（素案）」を踏まえ、本学の中期目標とする項目を選定したこと、今後は目標案を踏まえた

中期計画案の検討を進めていくこと、各部局等は本学の特徴や独自性を活かした中期目標等の構想が

あれば積極的に提案いただきたいこと等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項３．マイクロソフト包括ライセンス契約における教育対象ユーザーについて（資料８） 

  森副学長から、マイクロソフト包括ライセンス契約における教育対象ユーザーの契約予定数及び今

後の契約スケジュール等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項４．令和３年度一般選抜志願状況について（資料９） 

  武隈理事から、令和３年度一般選抜志願状況について、全体は昨年度より志願倍率が上がったが、

学部によっては大幅に志願倍率が下がった学部があったこと等資料に基づき説明があった。 

  なお、学長から、学部によって非常に志願倍率が下がっているので、来年度に向けて広報活動や高

大接続を活発に行う必要があること等発言があった。 

 

報告事項５．大学共同利用機関法人人間文化研究機構との連携・協力に関する基本協定書の更新につい

て（資料１０） 

馬場理事から、大学共同利用機関法人人間文化研究機構との連携・協力に関する基本協定書の更新

について、平成 30 年６月１日に締結した協定により、組織対組織の公的な関係性により継続的かつ

安定的な技術支援や研究支援の依頼・提供を受けることが可能となっており、機構関連施設・人材と

の協力関係を継続していくためには協定の更新が不可欠であるため協定を更新すること等資料に基

づき説明があった。 

 

報告事項６．令和２年度科学研究費助成事業の採択状況について（資料１１） 

馬場理事から、令和２年度科学研究費助成事業の採択状況について、応募率及び採択率が下がって

いること、大型種目の研究の採択率が下がっていること、申請アドバイザー制度を見直し科学研究費

審査員経験者の採用が必要であること等資料に基づき説明があった。 



  
 

 

報告事項７．2021（R3）年度科学研究費助成事業公募への応募結果を踏まえた分析について（資料１２） 

  馬場理事及び研究推進部長から、2021(R3)年度科学研究費助成事業公募への応募結果を踏まえた分

析について、基盤研究Ｂの応募は前年度より減少していること、基盤研究Ｂは再応募者の不採択率が

高いこと、不十分な応募書類の作成が慢性化していること、その他の減少要因に関する分析及び分析

に対する課題等資料に基づき説明があった。 

   なお、学長から、研究費への応募は必須であること等発言があった。 

 

報告事項８．鹿児島大学における研究活動上の不正行為に関する規則の一部改正について（資料１３） 

馬場理事から、鹿児島大学における研究活動上の不正行為に関する規則の一部改正について、令和

２年９月 11 日に文部科学省研究公正推進室による「研究活動における不正行為への対応等に関する

ガイドライン」を踏まえた体制整備等の状況に関する実態調査を受審した際の指摘事項を踏まえた改

正であること、施行日は令和３年４月１日予定であること等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項９．令和３年度予算（運営費交付金等）について（資料１４） 

山木理事から、令和３年度予算（運営費交付金等）について、文部科学省から伝達された本学予算

の状況、成果を中心とする実績状況による配分、三つの重点支援の枠組み・KPI 評価による配分等資

料に基づき説明があった。 

 

報告事項１０．学長裁量ポイントの返還の在り方に関する経営改革検討ワーキンググループの答申につ

いて（資料１５） 

渡邊副学長から、学長裁量ポイントの返還の在り方に関する経営改革検討ワーキンググループの答

申について、これまでの経緯、各学系等の貸与状況及び対処方針、また、答申を一部修正すること等

資料に基づき説明があり、種々意見交換が行われた。 

 

報告事項１１．委員会報告（開催済） 

 学長から、下記①から⑥の委員会については、開催済みであり、各部局関係委員から確認願いたい  

旨の発言があった。 

（企画） 

①  令和２年度第４回企画・評価委員会（R3.1.12）（資料１６） 

（教育） 

②  令和２年度第９回教務委員会（R3.1.26）（資料１７） 

③  令和２年度第 10 回ファカルティ・ディベロップメント委員会（R3.1.28）（資料１８） 

④  令和２年度第８回共通教育委員会（R3.1.29）（資料１９） 

⑤  令和２年度第 10 回学生生活委員会（R3.1.18）（資料２０） 

⑥  令和２年度第５回キャリア形成支援委員会（R3.1.18）（資料２１） 

 

その他  

 １．新型コロナウイルスの現在の対応状況等について（資料２２） 

  越塩理事、武隈理事、馬場理事及び坂本病院長から、各担当の新型コロナウイルスの現在の対応状

況等について、資料に基づき説明があった。 

 

 ・山木理事から、コンプライアンスに関する研修及び公的研究費等の取扱いに関するコンプライアン

ス教育の受講は、本学教員が贈収賄事件のためであり、関係省庁から学内研修の受講率の確認もある

こと、また、教員発注システムも適正に活用されていないとの意見もあり、近日中に制度についての



  
 

周知徹底の文書を送付し、理解度アンケートをする予定であること、理解度によっては、教員発注を

一時的に停止する可能性があること等発言があった。 

 

 

   次回の教育研究評議会（定例）は、令和３年３月 18 日（木）13 時 30 分からとなった。 


